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凡
例

一
　�

和
歌
の
本ほ
ん

文も
ん
・
歌
番
号
は
、
基
本
的
に
『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）
に
よ
り
ま
す
が
、『
万

葉
集
』
の
歌
番
号
に
つ
い
て
は
旧
『
国
歌
大
観
』
に
よ
り
、
訓よ
み
は
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
』
第

一
巻
～
第
七
巻
（
筑
摩
書
房
）
を
基
本
と
し
ま
し
た
。
出
典
は
、
適
切
な
私
家
集
に
加
え
て
、
近

い
時
期
に
成
立
し
た
勅
撰
集
の
入
集
状
況
も
記
し
て
い
ま
す
。
散
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
』（
小
学
館
）、
漢
詩
文
は
『
新
釈
漢
文
大
系
』（
明
治
書
院
）
に
よ
り
書
き
下
し
文
で
引
用
し
ま

し
た
。
上
記
の
書
に
未
収
載
の
和
歌
や
作
品
は
、
巻
末
の
参
考
文
献
に
記
し
て
い
ま
す
。

二
　�

歌
人
の
配
列
は
、
ほ
ぼ
活
動
時
期
の
順
と
し
、
近
接
し
た
時
代
の
場
合
は
和
歌
史
の
流
れ
や
ま
と

ま
り
も
重
視
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
書
中
の
人
名
は
、
通
称
に
従
っ
て
い
ま
す
。

三
　�『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
の
勅
撰
和
歌
集
は
『
古
今
集
』
の
よ
う
に
、
原
則
、
簡
略
表
記
と
し
ま
し
た
。

四
　�

和
歌
や
引
用
本
文
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
り
、
漢
字
・
仮
名
・
送
り
仮
名
・
振
り
仮
名
を
適

宜
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て
整
え
ま
し
た
。

五
　�

和
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
歌
集
は「
詞
こ
と
ば

書が
き

→
詠
作
者
名
→
和
歌
」の
順
に
記
さ
れ
ま
す
。「
詞
書
」

は
、「
題だ
い
詞し

」
と
も
言
い
、
和
歌
が
詠
ま
れ
た
経
緯
、
出
典
、
歌
題
な
ど
を
説
明
し
た
も
の
で
す
。

時
折
、
和
歌
の
左
側
に
補
足
的
な
説
明
を
加
え
た
「
左さ

注ち
ゅ
う」
を
付
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

六
　�

和
歌
以
外
の
古
典
作
品
や
資
料
を
あ
げ
る
際
に
は
、
適
宜
、
現
代
語
訳
の
み
を
紹
介
す
る
形
と

し
た
場
合
が
あ
り
ま
す
。




